
冷房設定温度を少し上げ、うちわや氷で夏を涼しく冷房設定温度を少し上げ、うちわや氷で夏を涼しく
夏の冷房時の推奨室温は28℃。扇風機の併
用はもちろん、うちわや氷なども活用し、冷房
に頼らない涼の取り方も実践してみましょう。

冷房は必要なときだけ冷房は必要なときだけ
夏でも夜は日中より気温が下がります。夜間
の冷房は必要なときだけつけるようにすると
省エネです。ただし、熱中症には注意して！

エアコンフィルターは掃除をエアコンフィルターは掃除を
エアコンのフィルターを定期的に掃除するだ
けで目詰まりが解消され、省エネになるだけ
でなく、エアコンの効きも違ってきます。

出典　東京ガス都市生活研究所　ウルトラ省エネブック（2023年1月）

エアコンでできる省エネ行動と年間の省エネ効果

4,114円 107.5kWh 64.5kg

3,675円 96.0kWh 57.6kg

1,223円 32.0kWh 19.2kg
※112日（冷房）期間3.6カ月として算出
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冷蔵庫
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照明
9.6%

資源エネルギー庁　平成３０年度電力需給対策広報調査事業（2021年3月）＜ベース：有職者＞2020年4月：n=800、2023年6月：n=832　TULIPWEB調査

■すべて在宅（全く出社しない） ■週1～4日　■月1～3日　■全くなし
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エネルギー意識・実態調査2012 2012年9月 3,657

エネルギー意識・実態調査2014 2014年9月 1,535

エネルギー意識・実態調査2016 2016年8月 1,525

エネルギー意識・実態調査2022 2022年8月 1,543

 調査名 調査時期 有効サンプル数

東日本大震災

原子力発電所にともなう問題
光熱費の値上がり

自然災害
（東日本大震災以外の地震、猛暑、暴風、等）

地球温暖化やオゾン層破壊
など地球規模の環境問題
ウクライナ情勢による
電気･ガスのひっ迫

ごみの分別やリサイクルなどの規制

原生林など自然環境の悪化
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石油ショック
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4.9 14.9 30.3 27.7 12.03.86.4

5.98.4 21.6 34.8 14.03.911.4

4.311.8 24.2 28.9 16.5 4.89.4

5.2 17.2 29.0 25.2 13.13.17.2

6.2 13.1 30.1 28.0 12.8
2.8
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6.3 17.3 35.1 21.1 12.7
3.2
4.3

8.6 25.1 38.8 14.8 8.1
1.8
2.8

どちらともいえない
  24.3%

あまり関心がない
       13.2%

関心がない
7.3%

※複数回答　N=1,044　エネルギー意識・実態調査2022夏
＜ベース：節電に取り組んでいる人＞

＜ベース：エアコン使用者／温度不明を除く＞

※複数回答　N=773　エネルギー意識・実態調査2022夏
＜ベース：ガスの節約に取り組んでいる人＞

※複数回答　N=1,543　エネルギー意識・実態調査2022夏

エネルギー意識・実態調査
＜ベース：エアコン使用者／温度不明を除く＞ ＜ベース：エアコン使用者＞

エネルギー意識・実態調査
＜ベース：エアコン使用者＞

＜ベース：エネルギー問題に関心がある人＞
N=851

エネルギー意識・実態調査2022夏

エネルギー意識・実態調査2022夏
N=1,543

エネルギー意識・実態調査2022夏
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「ガスの節約」の実践度合い「節電」の実践度合い

「ガスの節約」に取り組んでる理由（上位5項目） 「省エネ」に対して現在行っていること（上位5項目）「節電」に取り組んでいる理由（上位5項目）

エネルギー問題への関心 エネルギー問題への関心を持つきっかけ（上位10項目）

リモートワークの頻度 電化製品別の電力消費割合

エアコン設定温度 日中 年別のエアコン使用時間 平日1日あたり エアコン使用時間 平日1日あたり
(13時間以上)

夏のエアコン設定温度 日中
（26℃以下）
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新型コロナウイルス感染拡大以前
2020年2月以前

（n=800）

2023年6月
（n=832）

■非常に取り組んでいる　■取り組んでいる　■やや取り組んでいる　■どちらともいえない　
■あまり取り組んでいない　■取り組んでいない　■全く取り組んでいない

電力が不足
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電気は有限
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節電が習慣に
なっているから
環境に良い
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光熱費の節約
になるから

ガスの資源は
有限だから

環境に良いから

節電をした結果、ガスの
節約にもなっていた
ガスの節約が習慣
になっているから

照明はこまめに消す

冷房時の室温は28℃程度に
する

入浴はシャワーだけで済ます

暖房時/冷房時にカーテンや
ブラインドを閉める

電球型蛍光灯やLED電球に
交換する
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他
11.2％

給湯　6.1％
炊事　6.5％

洗濯機・乾燥機　2.3％
温水便座　0.5％

テレビ・DVD　4.6％
パソコン・ルーター　1.0％

待機電力　6.0％

目的目的

結果結果

方法方法

エネルギー問題への関心と関心を持つきっかけ エネルギーの節約の実践度合いエネルギーの節約の実践度合い

新型コロナウイルスのまん延により、リモートワークなど働き方
が変化し在宅時間が増加したことや、ウクライナ情勢などによる
エネルギー価格高騰に伴い、エネルギー節約意識の高まりがみ
られる。特に、エアコンは夏季の電力消費量の3割以上を占める
ものの、熱中症対策の観点からも適切な使用が求められている。

・「エネルギー意識・実態調査」として、エネルギーに対する
意識・行動の調査を行った。
・対象地域は一都三県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）
とした。
・無作為抽出法を用いて15歳から79歳の男女の1,500名以上の
サンプルを選定した。
・インターネットを用いたアンケート調査でデータ収集した。

・ エネルギー問題への関心は、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせて55.2％。
・ 関心を持ったきっかけは、「東日本大震災」や「原子力発電所にともなう問題」が上位だが、「光熱費
の値上がり」や「ウクライナ情勢による電気・ガスのひっ迫」もあげられている。

・ 2022年夏は、節電・ガスの節約に取り組む人が増加。
・「節電・ガスの節約」に取り組む人が増加し、震災翌年と同水準に。
・「非常に取り組んでいる」から「やや取り組んでいる」を合計すると、「節電」は7割弱、「ガスの節約」
は約5割が取り組む。この割合は、東日本大震災翌年の2012年と同水準だった。

節電・ガスの節約に取り組んでいる理由節電・ガスの節約に取り組んでいる理由 省エネのために行っていること省エネのために行っていること
・ 節電・ガスの節約に取り組んでいる理由として、電気は「電力が不足気味だから」が1位、ガスの1位と電
気の2位は「光熱費節約になるから」だった。

・ 2022年夏調査では、電気代・ガス代を「高い」と感じる人が増加したことから、光熱費削減が望まれていた。

・省エネのために取り組んでいることとして、「照明をこまめに消す」は
約６割の人が取り組んでいたが、上位の項目でも実践率は３割程度
だった。

冷房使用時のエアコンの設定温度冷房使用時のエアコンの設定温度 平日一日あたりのエアコン使用時間平日一日あたりのエアコン使用時間
・ 2022年夏は、エアコンの設定温度「28℃」が30.6％と一番多く、次に「27℃」の26.1％であった。
・時系列で見ると、過去の調査より設定温度が低い人が増加している。「28℃」に設定している人は2012年
夏の45.2％から2022年夏は30.6％に減少した。一方で「26℃以下」と回答した人は、2012年夏の21.3％か
ら2022年夏は37.5％に増加した。

・年代別に見ると、年代が低いほど「26℃以下」の割合が高く、60・70代は設定温度を26℃以下にしている
割合が30％未満と低かった。10代は40％以上が26℃以下に設定していた。

・ 2022年夏は、「10～12時間」が18.7％と一番多く、次に
  「22～24時間」の16.3％と続く。
・ 時系列で見ると、2022年夏の「22～24時間」が16.3％と、
これまでの5％前後から大きく上昇している。

・ 年代別では、年代が上がるほど「13時間以上」のエアコンの
使用割合が増えていく傾向にあった。

エネルギー意識・実態調査に見る
夏季の節電・ガスの節約に関する意識と行動

久米村 秀明 、 木村 康代 、 笹岡 恵梨 、 三神 彩子
東京ガス株式会社　都市生活研究所

そこで、本研究では東京ガス都市生活研究所が2012年より実施
している「エネルギー意識・実態調査」を基に、夏季の節電・
ガスの節約に関する意識と行動がどのように変化してきている
のか、またエアコンの使い方について変化があるかどうかにつ
いて明らかにすることとした。

まとめ　省エネ意識の高まりまとめ　省エネ意識の高まり
■ 2022年夏は、エネルギー問題へ関心がある人は55.2％おり、節電・ガスの節約に取り組む人が東日本大震災翌年の2012年と同水準
に増加した。「光熱費の値上がり」や「ウクライナ情勢による電気・ガスのひっ迫」も大きな要因となっていることが示唆された。

■ 東日本大震災翌年の2012年以降、節電・ガスの節約の必要性を感じる割合は下がってきていたが、2022年夏は上昇し、2012年
と同水準となった。節電は7割弱、ガスの節約は約5割が取り組んでいた。

■ 節電・ガスの節約に取り組んでいる理由として、電気は「電力が不足気味だから」が1位、ガスの1位と電気の2位は「光熱費節
約になるから」だった。

■ 省エネのために取り組んでいることとして、「照明をこまめに消す」は約６割の人が取り組んでいたが、上位の項目でも実践率は
３割程度だった。

■ 冷房使用時の設定温度は28℃が最も多かったものの、若年層ほど「26℃以下」の低めに設定している割合が高く、60・70代は
設定温度を26℃以下にしている割合が30％未満と低かった。10代は40％以上が26℃以下に設定していた。

■ 2022年夏はエアコンの長時間使用者が増加し、13時間以上が半数近くとなった。また、高齢層ほど長時間使用者が多く、冷房を比
較的高めの温度で切らずに使い続けることで熱中症対策をしている高齢者もいると思われた。
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